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植雛染料は，第一報で述べた如く，これからの工芸的艶のため口ま欠かせない存在であるが・
本鰍では・その堅犠試験の一一　1｝t5として・脚性染榊礎で・木郵線絹糸嘩が姻
なる影響を受けるか，について実験を行つた。　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法と材料　　　　　　：　．＿
　全て第一報と同様であるが，念のためその要点を再録する。
　　1．実験時期及び場所
　昭和38年9月中旬A・11　n下旬
室温16°G－21°C．
’湿度　62％～88％
　新潟女子短期大学染色実験室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　2．実験材料
　a．試験　糸
　　　木綿糸4es／3
　　　絹　糸21d／3’
　b．染　　　料
楓揚梅，亜仙，樵柘楓櫟，榛実，灘薇，L。9w。・d議蔽芳・黄兆黄蓮
　　　媒染　剤
　生石lil（　s硫酸第一銑踵如一ム酸カリ，明馨
　　3．染色方法
　使用する糸は木綿糸29，絹糸19とした。
まず，被染物の肪と曜の染料を識染月勿の5・龍の水に入派加熱し・灘後1°分b°iling
をつづけてからi染液をdecantationによりとり出す。　’
そめ中に，あらかじめ湯洗いした被染物を入れ，更に再翻騰卿。分間b。11する・その間
被染物を染液から3回引きあげてしぼる。
－t }染を必要としない場合，例えば黄葉，黄蓮はこれで染色を終り・水洗・乾燥する。
　また更に，媒染を必要とするものは，次のようにする。被染物のiヨ方の10％の媒染剤を被染物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿17－一
の50倍撮：の水に入れ，加熱し，溶解して，60ec・－se°Cで10分間処理する。この間に3回，液か
ら引きあげてしぼる。媒染後，水洗し，乾燥する。
　　4．イ中度試験方法
　上記の方法によつて染色した糸をTensile　Testing　Machine（SH　f2kg）にて，試験長10cmの
状態で測定する。各々の糸について10回ずつ測定して，その平均値をとる。
　なお，伸度の数値は，次式のようにして測定値から換算したもので単位は％である。
　　　　　　　　　　　伸びの長さ　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　x100　　　　　　　　　　　　元の長さ
備　　　考
　実験結果表中の略語は次の意味を表す。
　　木綿糸イ……染色後4～5日で引張試験を行つた木綿糸
　　絹糸イ……同上の絹糸
　　木綿糸ロ……染色後3週間を経てから引張試験を行つた木綿糸
　　絹糸P・一…同上の絹糸
　　元，糸………全く処理しない元の白糸
　　白，染，色，糸……染色と同条件で水のみによつて処理した白糸
　　Ca…………石灰媒染
　　Fe…………鉄媒染（硫酸第一鉄）
　　Al…………明懸媒染（硫酸アルミニウムカリウム）
　　Cr…………ク・一ム媒翼匙（重クローム酸力の
　　T……………温度
　RH…………湿度
実験成績と考察
　　1．予備実験
　a，本実験に使用するために用意した綿，絹糸を用い，本試験機でblank　testを行つた結果は
次の通りである。但し，各10回の平均値の最大，最小およびその平均値をあげた。
　　　結果
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　この結果からみる蒔，糸に多少の不均一性のあることは明かのようだが，その平均値の差はO．5
以内で，ほぼ一定なので，このような試験によつて染色による影響を測定することは大体可能であ
り得ると考’えられる。
　b．一般に糸は染色の如何にかカ・わらず，単に水中で加熱するだけで，ある程度の強度を増すこ
とがある。このことを考慮して，その水による煮沸の影響を念のために予め試験した。結果は次の
通りである。
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　2．本実験
試験結果は次の通りである。
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　　3．考　’　察’
a本．舞慈
　｛毒本懇毒イ；gq＞舞髪をみると全体醗鑑紳慶の減少してY，iること．がわかる。特に椎のCa媒
窺蕪勧象諜桑珍糞霧の鎮勢灘しく・鎌あ飛媒染，・柘榴のc・媒染，榛実のF・．媒染
毫｝ζ轟茎こ『）づ奉て嚢㌔㌔
鋳簾勧建こ麟蝿鍍縫揮鰹減少しておウ・醸のc・撒のイ申度縮し卿ま，
一翁羅舞趨1ヌ曇静鰯iく’灘i芳の舞謀染鐘甚だしく弾度が誠少してし・る。
　‘毒萎騒｛警，｛2｝を蓋毒て，染｛互した塞綿糸の偉度は，元の糸より全体的にみてかなり減少す
るζ乏輩三素一晃．警郵蘇芳4｝｛k擦桑4）舞籠の鎮少嬢署しいo
轟鍔を嬢契覇払く2｝の筋；〈三）酌も，舛鍍力二増加して㌔・るも・のが伽。即
」ち≠；勇藝ii菱男舞蓼窄髪…邊誓鑑雪i崇難むた木鎭糸の擦度は、いくらか増すという傾向にあるように
霧一迄る夢
　む労建・毒1．羨i象韓，《彗誰う垂・〈2＞砺擁産ゆ方疾少く，¢∫媒染嬉ついてもその傾向力彗i著しい。
　ラζ葵難繧甕妻二i踵乏む拳参テ葦彗i錘夢一錦産鐘｛重）よう毒¢）の方が非常に増加している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿－2費tidi一
b．絹　　糸　　一’t　　　　　　　　　　　　I
　①絹糸イ：伸度は全体的に増加している。伸度の特に商いものには，揚梅，浜薔薇のFe媒
染，柘榴のCa媒染等があり，榛皮，浜薔薇のCa媒染，榛実，棚榴のFe媒染，揚梅のCa媒
染がこれにつづいており，仲度の特に低いものは皆無である。
　（2）絹糸Pt：この場合についても伸度は大体に於て増加しているが，蘇芳，　Log　woodのAl，
Cr媒染，黄葉，潰蓮の染色，並に榛皮，榛実のCa媒染が伸度を減少し，特に著しいのは蘇芳の
Al媒染であるo
　伸度大のものは椎，櫟実のFe媒染，柘榴のCa媒染，亜仙，浜薔薇のFe媒染などである。
　（3）結局（1），（2）を通じて，染色した絹糸は元の糸に比べて伸度が全体的にみて増加している
ことが云えるo
　ただし無媒染の黄棄，黄蓮はいつれも伸度が但…〈，蘇芳などもややその傾向がある。
　（1），（2）を比較してみると，わずかではあるが，（2＞より（1）の方の伸度が大である。即ち日
を経ることによつて，絹糸の伸魔は減少の傾向にあるようにみうけられる。
　Log　wood，蘇芳のA1，　Cr媒染については，それがかなり明瞭である。
　　本実験に当り，終始，御懇切なる御指導，ならびに御校閲を賜りました上村六郎教授に厚く御礼を申し上
　げます。、
＿21＿
